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説得力のある意見をもてる生徒を育てる

「書くこと」の学習指導の工夫
－ －「意見を裏付ける事実」と「意見を支える立場 に着目して」

長期研修員 樹下 好之

《研究の概要》

本研究は、書くことの指導において、「意見を裏付ける事実」と「意見を支える立場」

という２種類の根拠に着目した学習を行うことによって、読み手が納得できる説得力のあ

る意見をもてる生徒を育てようとしたものである。具体的には、自分の意見の根拠と他者

の意見の根拠とを比較してものの見方や考え方を深めたり、それについての意見交流をし

たりして、説得力のある意見をもてるようになる学習活動を行った。

【国語－中 書くこと 説得力 意見 根拠 事実 立場】キーワード

Ⅰ 主題設定の理由

平成16年度群馬県一斉学力テスト（教育課程実

施調査）の結果を見ると、中学校国語では「話す

こと・聞くこと」「読むこと」「言語事項」で、

国の設定通過率を上回っていたのに対し、「書く

こと」の領域は下回っていた。反面、同調査・小

学校国語の「書くこと」では、通過率を上回って

いた。中学校国語科の「書くこと」の指導に改善

するべき点があると考える。

「書くこと」について中学２年生にアンケート

調査を行った。その結果、「どうやって考えたら

いいのか分からない」「書くことがない」という

悩みをもつ者が多かった。

前者には自分の考えを深めるための指導が有効

であり、後者には身近な課題から自分の考えをも

てるようにした上で、それを深めるための指導が

有効であると考える。考えを深めるためには、自

分の意見をもちその根拠を考えることが重要であ

る。本研究では、根拠には、その意見を述べる基

になった事実と、その事実を見つめることで意識

化された自分自身の考えを示す立場という２種類

があると考え、それらを「意見を裏付ける事実」

と「意見を支える立場」と定義する。

このような意見の根拠は、中学校学習指導要領

解説－国語編－で、「書くこと」の学習指導事項

として挙げられている①発想や認識、②事柄や意

見、③選材、④構成、⑤記述、⑥推敲、⑦評価・

批評の中の、主に①発想や認識及び②事柄や意見

で指導する内容である。そこでの学習活動の工夫

を、次のように考えた。

発想や認識をもつ学習活動では、まず、身近な

話題から自分の意見をもち、その根拠としての

「意見を裏付ける事実」と「意見を支える立場」

について考えることで、自分の考えを広げたり深

めたりする。次に、根拠としての事実や立場が異

なる複数の意見を比較することで、自分の考えを

より広げたり深めたりする。このような学習活動

を考えたため、発想や認識をもつ学習活動をＡと

Ｂの二つに分けて実施することとする。

事柄や意見を考える学習活動では、発想や認識

をもつ学習活動Ａで考えた自分の意見の根拠と、

学習活動Ｂで考えた他者の意見の根拠とを比較し

て事実と立場について考えを深め、さらに、話合

い活動を行って、自分が考えた根拠が読み手にと

って納得できるものかどうかを確認し合う。この

ような学習活動により、相手意識や目的意識が明

確になり、説得力のある意見をもてると考える。

以上のことから、「意見を裏付ける事実」と

「意見を支える立場」に着目することで、説得力

のある意見をもてるようになると考え、本研究主

題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

「書くこと」の領域の、発想や認識及び事柄や

意見の指導事項において、ものの見方や考え方を

深めて「意見を裏付ける事実」と「意見を支える
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立場」を明確にする学習活動を行うことによっ

て、説得力のある意見をもてる生徒を育てられる

ことを実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

発想や認識をもつ学習活動Ａにおいて、身近１

な話題から自分の意見をもち、「意見を裏付け

る事実」と「意見を支える立場」について考え

ることによって、ものの見方や考え方を広げた

り深めたりできるであろう。

発想や認識をもつ学習活動Ｂにおいて、他者２

の意見が、その根拠である事実や立場の違いに

より、どのように異なるかを考えることによっ

て、ものの見方や考え方をさらに広げたり深め

たりできるであろう。

事柄や意見を考える学習活動において、自分３

の意見の根拠と他者の意見の根拠を比較して考

えたり、話合い活動をしたりすることで、読み

手が納得できる根拠を明確にして説得力のある

意見をもてるであろう。

Ⅳ 研究の内容及び方法

１ 研究の内容

(1) 発想や認識をもつ学習活動Ａについて

ここでの学習活動は、身近な話題から自分の意

見をもち、その２種類の根拠について考えること

である。事前のアンケート結果から、こうした学

習に生徒が不慣れなことが分かったため、日常会

話を例にして、意見と、その根拠である事実と立

場などについて説明した後、身近な話題を提示す

る、以下の学習プリントを用いることとする。

ア 学習プリント①「意見と、その拠りどころ

となる２種類の根拠 その一」

これは、事実と立場という２種類の根拠が明確

な意見文を読み、説得力のある意見には、２種類

の根拠が重要であることについて考えるための学

習プリントである。

イ 学習プリント②「意見と、その拠りどころ

となる２種類の根拠 その二」

これは、プリント①の２つの根拠が明確な具体

例について、もしも、根拠としての事実がなかっ

たら、または、立場がなかったら、さらにどちら

の根拠もなかったらという３つの場合を想定し、

それらと２つの根拠がある元々の具体例を比較

し、説得力をもつ具体例と、その理由について考

えるための学習プリントである。

その上で、事実は情報収集により、立場は自分

の内面を見つめることにより確認できることを考

える。立場には「地位・境遇・役割・その人の行

動を支える、ものの見方や考え方」といった意味

がある。この中で本研究が重視するのは「その人

の行動を支える、ものの見方や考え方」である。

しかし、これだけでは生徒が学習に困難を感じ

ることが予想される。そのため、自分の考え方を

表現するには行動で示すことが重要であると考

え、立場をより分かりやすくするキーワードを

「行動」とする。さらに、自分の考えを行動に移

すことにためらいを感じる生徒に配慮して、「努

力」をもう一つのキーワードとして設定する。

ウ 学習プリント③「課題について自分の意見

をもとう」

これは、学習プリント①②での学習活動に基づ

き、課題について自分の意見をもち、その根拠で

ある事実と立場を考えるための学習プリントであ

る。学習プリント③は、後で学習するプリント⑥

とほぼ同じ内容であり、プリント⑥で説得力のあ

る意見をもつための準備学習である。

「書くことがない」といった悩みをもつ生徒の

実態に配慮し、生徒が自分とのかかわりを考えや

すい身近な課題を設定する。ここでの学習は、プ

リント⑥の準備学習であるため、自分の考えを十

分に深められず、意見や根拠を書けない生徒もい

ることが予想される。声かけやアドバイスの書き

入れなどの支援をし、以後の学習活動でものの見

方や考え方を広げたり深めたりして、自分の考え

をもてるようにすることが重要であると考える。

(2) 発想や認識をもつ学習活動Ｂについて

課題についての他者の意見とその根拠を提示

し、その上で、他者と自分とのかかわりについて

考えたり、話し合ったりするために、以下の学習

プリントや学習資料を用いる。

ア 学習プリント④「身近な話題から課題につ

いて考えてみよう」

これは、次の学習資料Ⅰ及びⅡの他者の意見に

ついて考え、さらに、自分とのかかわりについて

も考え、話し合うための学習プリントである。

イ 学習資料Ⅰ「説得力のある意見Ⅰ」及び学

習資料Ⅱ「同Ⅱ」
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２種類の根拠の違いから、同じ話題について考

え方の異なる他者の意見を提示し、話題の中に課

題を見いだすための学習資料である。

ウ 学習プリント⑤ 「課題について他者の意

見を聞いて自分の考えを広げたり深めたり

しよう」

これは、学習資料Ⅰ及びⅡの他者と自分とのか

かわりをより深く考えるための学習プリントであ

る。キーワードを基に、他者の意見や根拠につい

て考える。さらに、話合い活動を行うことで、自

分が考えた根拠が読み手にとって納得できるもの

かどうかを確認し合う。

(3) 事柄や意見を考える学習活動について

これまでの学習を振り返り、自分の考えをさら

に広げたり深めたりするために、以下の学習資料

や学習プリントを用いる。

ア 学習資料Ⅲ「これまでの学習を振り返るヒ

ント」

これは、課題についてのキーワードから、これ

までの学習を振り返り、自分の考えを見つめ直す

ための学習資料である。

イ 学習プリント⑥「課題について、より深め

た意見をもとう」

これは、学習資料を基に、学習プリント③で考

研究構想図

えた自分の意見と学

習プリント⑤で考え

た他者の意見とを比

較したり、話し合っ

たりして、自分の考

えをより広げたり深

めたりするための学

習プリントである。

ここでの学習活動

により、これまでの

学習内容がまとめら

れ、相手意識や目的

意識が明確になり説

得力のある意見をも

つ。

２ 研究の方法

自分のものの見方

や考え方を広げたり

深めたりして、読み

手が納得できる２種

類の根拠である「意

見を裏付ける事実」

と「意見を支える立

場」とを明らかにす

ることにより、説得

力のある意見をもて

る生徒の育成を目指

す本研究について、

研究の見通しに基づ

き、次のような実践

によって検証する。
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研究実施の計画と抽出児(1)

勢多郡富士見村立富士見中学校 「どうやって考えたらいいのか分からない」という悩みを対 象
２年６組39人 抽出児 もつ生徒である。意見の根拠としての事実と立場について考

Ａ えられるよう、支援することが有効であると考える。具体的
長期研修員 樹下 好之 （女） には、声かけや学習プリントへのアドバイスの書き入れなど授業者

の方法をとりたい。
10月下旬～11月中旬 ７時間期 間

「書くことがない」という悩みをもつ生徒である。身近な
「説得力のある意見を書こう」 抽出児 話題から自分の意見をもたせた上で、根拠としての事実につ

Ｂ いては具体例を挙げ、立場については体験の振り返りを促す単 元 ～「意見を裏付ける事実」と
（男） ことが有効であると考える。具体的には、声かけや学習プリ「意見を支える立場」

ントへのアドバイスの書き入れなどの方法をとりたい。

(2) 検証場所と方法の見通し
検証場所 検 証 の 観 点 検 証 方 法

身近な話題から自分の意見をもち 「意見を 課題に対する自分の考え方を広げたり深めたり見 発想や認識 、
裏付ける事実」と「意見を支える立場」につ できたかを分析する。通 をもつ
いて考えることは、ものの見方や考え方を広 ・学習プリントを分析する。し 学習活動Ａ

１ げたり深めたりする上で有効であったか。 ・抽出児の様子を分析する。
他者の意見が、根拠としての事実や立場の 課題に対する自分の考え方をより広げたり深め見 発想や認識

違いにより、どのように異なるかを考えるこ たりできたかを分析する。通 をもつ
とは、自分の考え方をより広げたり深めたり ・学習プリントを分析する。し 学習活動Ｂ
する上で有効であったか。 ・抽出児の様子を分析する。２
自分の意見の根拠と他者の意見の根拠を比 課題に対して、説得力のある意見をもてたかを見 事実や意見

較して考えたり、話合い活動をしたりするこ 分析する。通 を考える
とは、読み手が納得できる根拠を明確にして ・学習プリントを分析する。し 学習活動
説得力のある意見をもつ上で有効であったか ・抽出児の様子を分析する。３ 。

Ⅴ 研究の展開

１ 本題材を通じて育てたい言語能力

「書くこと」の領域において、ものの見方や考

え方を広げたり深めたりして読み手が納得できる

根拠としての事実と立場を明確にすることで、説

得力のある意見をもつ能力を身に付けさせたい。

２ 題材名

「説得力のある意見文を書こう」

～「意見を裏付ける事実」と「意見を支える立場」

３ 題材の考察

本題材は、根拠を踏まえて、説得力のある意見

をもつことを目指した学習である。

書くことの学習では、自分の意見をもち、その

根拠を考えることが重要である。生徒が自分の考

えを深める学習活動を次のように構想した。

まず、読み手が納得する根拠として「意見を支

える立場」と「意見を裏付ける事実」について考

え、自分の意見をもつ学習活動を行う。

次に、同じ話題に対して考え方の異なる他者の

意見と、その根拠である事実と立場を、ビデオ映

像の学習資料によって提示し、それらについて考

えたり、話し合ったりする学習活動を行う。

その上で、自分の意見の根拠と他者の意見の根

拠とを比較し、話合い活動を通して、自分の考え

をより広げたり深めたりして相手意識や目的意識

を明確にして、読み手が納得できる根拠を考えて

説得力のある意見をもつ学習活動を行う。

具体的な話題として、環境問題を扱うこととす

る。環境問題は、国語科教科書の説明文で繰り返

し扱われてきたもので、生徒にとって身近な問題

でもある。その中でも、多くの生徒に経験がある

「食べ物を残すこと」を環境問題を考える出発点

とし、それについての学習資料「説得力のある意

見Ⅰ」及び「同Ⅱ」（自作ビデオⅠ及びⅡ）を提

示する。Ⅰは、商品の新鮮さと品ぞろえのよさを

求める消費者の気持ちにこたえて売れ残った食品

を処分するコンビニエンスストア（以降「コンビ

ニ」と表記）の店長が、自分の意見とその根拠で

ある事実・立場を説明するものである。Ⅱは、生

ゴミを処分することが環境破壊につながることや

現代社会が物を大事にしない傾向にあることを問

題視し、生ゴミをたい肥化に努める有機農業実践

者の意見とその根拠である。その際、コンビニを

考えるキーワードが「便利さ」であり、有機農業

のキーワードが「もったいない」であることを確

認する。さらに、「もったいない」という考え方

を発展させる学習資料として「これまでの学習を

振り返るヒント」（自作ビデオⅢ）を提示する。

このように、身近な話題から自分の意見をも

ち、ものの見方や考え方を広げたり深めたりし

て、読み手が納得できる根拠としての事実と立場

を明確にすれば、説得力のある意見をもてるよう

になると考え、本題材を設定した。
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４ 目標及び評価規準

「書くこと」の領域の発想や認識及び事柄や意見の学習活動において、読み手が納得できる根拠として目 標
の事実と立場を明らかにすることによって、説得力のある意見をもつ力を身に付ける。
国語への関心 ・ 意欲 ・ 態度 書 く 能 力 言語についての知識 ・ 理解 ・ 技能
自分の意見の根拠を明らかにし 「意見を裏付ける事実」や「意見を支 相手や目的にふさわしい言葉遣いや、評 価

て、相手に納得できるように表現 える立場」という根拠を明確にして、説 自分の考えを深めるためのキーワードな規 準
しようとしている。 得力のある意見をもとうとしている。 どについて考えている。

５ 指導と評価の計画 （全７時間 第3.5時まで掲載、詳細は資料編参照）

過 □ ね ら い 時 評 価 規 準
○ 主 な 学 習 活 動 学 習 へ の 支 援 国語への関心 ・ 意欲 ・ 書 く 能 力 言語についての知識 ・

程 間 態度 理解 ・ 技能
□意見の根拠である「意見を ○説得力のある意見は 「意 ◇食べ物を残すことから ◇食べ物を残すことから ◇立場の意味を国語辞典、
裏付ける事実」と「意見を 見を裏付る事実」と「意見 考え始めて、環境問題 考え始めて、環境問題 を調べ、立場という言見
支える立場 について考え を支える立場」の２類の根 について自分の意見を についての自分の意見 葉を理解するためのキ通 」 、
環境問題について自分の意 拠を拠りどころとすること もち、その根拠として をもち、書いている。 ーワードを考えて書いし
見をもつ。 について黒板の掲示物から の事実と立場について （学習プリント①②③ ている （ 学習プリン１ 。

考えさせる。 考えている （観察・ の分析） ト②の分析 ）。
学習プリント①②③の発

○意見文の具体例を読み、学 １ ○学習プリント①②について 分析）想
習プリント①②「意見とそ ・ 説明して、意見文の具体例や
の拠りどころとなる２種類 ５ の意見と事実と立場を書く ☆根拠としての事実と立 ☆根拠としての事実と立 ☆立場という言葉をより認
の根拠・その一 「同 ・そ よう促す。 場を踏まえて、自分の 場を踏まえて、自分の 深く理解するためのキ識 」
の二」に、具体例の意見と 意見をもとうとしてい 意見を書いている。 ーワードを考えて書いを
その２種類の根拠について る。 ている。も
書く。つ

○立場という言葉を深く理解 ◆意見文の具体例につい ◆意見文の具体例につい ◆国語辞典の使い方が分学
○立場という言葉について考 するためのキーワードを考 て考えたり、食物を残 て考えたことを書いた かるようアドバイスす習
えを深める。 えさせる。 すことについての体験 り、食物を残すことに る。活

を想起して環境問題に ついての体験に基づい動
○学習プリント③「課題につ ○学習プリント③の意見は、 ついて考えたりできる て環境問題について書Ａ
いて自分の意見をもとう」 自分で一番大切だと考える ように、アドバイスす いたりできるようアド
に、食べ物を残すことから こととし、事実と立場につ る。 バイスする。
考えた環境問題についての いてもなるべく書くように
意見を書き、その２種類の 促す。
根拠について考える。

○学習プリント①②③に自分
の考えを書けない生徒に具
体的な助言をする。

「 」 「 」 「 」□環境問題について考えを広 ○学習プリント④⑤を配布し ◇ 説得力のある意見Ⅰ ◇ 説得力のある意見Ⅰ ◇ 説得力のある意見Ⅰ
げたり深めたりする。 学習資料Ⅰ及びⅡを提示す 及び「同Ⅱ」について 及び「同Ⅱ」のそれぞ 及び「同Ⅱ」について見

る。 の話合い活動で、自分 れの意見と、その根拠 の自分の考えを、他者通
の考えを発表したり、 となる事実と立場につ の意見の中心となるキし

○環境問題についてのビデオ ○コンビニのキーワードは、 友達の考えを聞こうと いて考えたことや、話 ーワードを用いて書い２
映像による学習資料Ⅰ及び 「便利さ 、有機農業のそ したりしている （ 学 し合って分かったこと ている （ 学習プリン」 。 。
Ⅱ（コンビニ店長の「説得 れは 「もったいない」で 習プリント⑤の分析・ を書いている （ 学習 ト⑤の分析 ）発 、 。
力のある意見Ⅰ」と有機農 あることについて考えさせ 観察 ） プリント⑤の分析 ）想
業実践者による 同・Ⅱ １ る。や 「 」）
を見て、自分の考えを広げ ・ ☆自分の考えと友達の考 ☆自分の意見や、その根 ☆２つのキーワードの関認
たり深めたりしながら、学 ５ ○話合いの手引を配布して、 えを比較して、より深 拠としての事実と立場 係を明確にするために識
習プリント④「身近な話題 「説得力のある意見Ⅰ」及 めた考えを発表しよう と比較しながら書いて 接続語や指示語などをを
から 『食べること』につ び「同・Ⅱ」についての話 としている。 いる。 用いて書いている。も 、
いて考えてみよう」と学習 合いは、一人一人が自分のつ

「 」 「 」学 プリント⑤「環境問題につ 考えを発表しながら、それ ◆学習プリントに書いた ◆ 説得力のある意見Ⅰ ◆ 説得力のある意見Ⅰ
いて、他者の意見を聞いて についての司会もする、と 内容や、友達の考えの 及び「同Ⅱ」の重要な 及び「同Ⅱ」の中心と習
自分の考えを深めよう」に いう方法を説明する。 良いところを指摘し、 内容について考えられ なるキーワードについ活
取り組む。 自分の考えを発表した るようにアドバイスす てアドバイスする。動

○話合い活動が円滑に進行し り、友達の意見を聞け る。Ｂ
○学習プリント⑤の取組で ない班にアドバイスする。 たりするようにアドバ
は、グループでの話合い活 イスする。
動を行い、意見交流を通し ○プリント④⑤に自分の考え
て、さらに自分の考えを広 を書けない生徒に具体的な
げたり深めたりする。 助言をする。
□環境問題について、読み手 ○学習資料Ⅲ「これまでの学 ◇「これまでの学習を振 ◇「これまでの学習を振 ◇「これまでの学習を振
が納得できるような根拠を 習を振り返るヒント （ 他 り返るヒント」から、 り返るヒント」から自 り返るヒント」の考え見 」
考えて、説得力のある自分 業種における「もったいな 自分の考えを、さらに 分の考えを振り返り、 の中心となるキーワー通
の意見をもつ。 い」という考えの実践）を 深めようとしている。 読み手が納得できるよ ドや自分の考えの中心し

提示して、有機農業との関 （学習プリント⑤⑥の うな根拠を考えて、説 となるキーワードを用３
○学習資料Ⅲ「これまでの学 連を考えることで、環境問 分析・観察） 得力のある意見を書い いてより深めた自分の
習を振り返るヒント （ビ 題についての考えを深めさ ている （ 学習プリン 意見を書いている 学事 」 。 。（
デオ映像）を見て、これま ０ せる。 ト⑥の分析） 習プリント⑥の分析）柄
での学習活動や環境問題に ・や
かかわる自分の体験を振り ５ ○意見、事実と立場などが書 ☆自分で見つけた資料か ☆自分で見つけた資料の ☆複数のキーワードの関意
返って、読み手が納得でき けた生徒同士で、互いのプ ら、自分の考えを深め 中から、自分の意見の 係を明確にするために見
る根拠としての「意見を裏 リントを読み合い、納得で ようとしている。 根拠となる事実を選ん 接続語や指示語などをを
付ける事実」と「意見を支 きる根拠かどうか、意見交 で書いている。 用いて書いている。考
える立場」について考えを 換を促す。え
深め、学習プリント⑥「課 ◆自分の考えの深まりに ◆自分の考えの深まりに ◆自分の考えのキーワーる
題について、より深めた意 ○学習プリントに自分の考え 気付けるようアドバイ 気付き、意見と、その ドについて、アドバイ学
見をもとう」に取り組む。 を書けない生徒に具体的に スする。 根拠である事実と立場 スする。習

アドバイスする。 などが書けるように、活
具体的にアドバイスす動
る。

◇は、おおむね満足できる状況・態度 ☆は、十分満足できる状況・態度 ◆は、努力を要する状況への方策
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Ⅵ 研究の結果と考察

１ 「意見を裏付ける事実」と「意見を支える立場」に

ついて考える学習プリント①②に取り組み、身近

な話題から自分の意見をもち、その根拠としての

事実と立場を考える学習プリント③に取り組んだこ

とは、ものの見方や考えを広げたり深めたりする

上で有効であったか

（発想や認識をもつ学習活動Ａ）

ここでの学習目標は、事実と意見という２種類

の根拠を明確にして課題について自分の意見をも

つことである。

学習プリント①「意見と、その拠りどころとな

る二種類の根拠・その一」では、環境問題につい

ての意見文の具体例を読み、筆者の意見と事実や

意見などを考えて書く学習活動を行う。

学習プリント②「同・その二」では、プリント

①の意見の拠りどころとなる根拠が事実と立場の

両方がある場合と、そうではない場合を比較し

て、２種類の根拠がある場合が最も説得力がある

ことについて、その理由も考え、さらに立場とい

う言葉を分かりやすくするためのキーワードを考

えて書く学習活動を行う。

学習プリント③「課題について自分の意見をも

とう」では、食べ物を残すことから環境問題を考

え、自分の意見を書く学習活動を行う。

抽出児Ａは、「どうやって考えたらいいのか分

からない」という悩みをもつ生徒である。Ａの学

習プリント①②③の取組について、以下のような

支援を行った。

Ａは、具体例について、２つの根拠を自分で考

えて書いた。しかし、意見については、その一部

分のみを書いたため、文中のどこからどこまでが

意見なのか考えながら読むよう話した。２種類の

根拠について考える学習では、両方の根拠がある

場合を最も説得力がある意見として選んだ。だ

が、理由が不十分だったため、理由がはっきりす

ると考える力が身に付くということを話した。

Ａは、自分の意見などを書く学習で、意見を書

く欄に意見と事実を区別せずに書いた。そのた

め、意見は提案、事実は自分の外にある根拠、立

場は自分の内にある根拠であるという説明をし

た。しかし、Ａは、声かけの支援を受けても自分

の考えを十分に深めることはできなかった。その

ため、回収したプリントに、声かけと同様の内容

をアドバイスとして書き込んだ（資料１）。

資料１ 抽出児Ａの学習プリント③

次時にＡに声をかけたところ「よく分からなか

ったことが考えられるようになって、これからの

勉強を頑張れる気がしてきた。」と答えた。

Ａは、立場をより分かりやすくするためのキー

ワードである「行動」を書かなかった。Ａが「な

ぜ『行動』なのかよく分からない。」と言ったた

め、「あなたは部活の部長だね。部長として頑張

ろうという気持ちをみんなに分かってもらえるに

はどうすればいい？」と問いかけた。Ａは「そう

だ。行動で表せばいいんだ。」と言った。

抽出児Ｂは、「何を書いたらいいのか分からな

い」という悩みをもつ生徒である。最初、Ｂは意

見文の具体例について何も書かずにいた。そこ

で、叙述に即してプリントを読み返して考えるよ

う助言したところ、Ｂはプリントを読み、具体例

の内容に即して意見や根拠を書くことができた。

Ｂは、２種類の根拠について、事実を重視して、

立場を有効な根拠と考えない傾向が見られ、最も

説得力がある意見をどれも選ばなかった。そこ

で、回収したプリントに「立場の大切さを知って

ほしいので、授業中に話をしよう。」と書き、次

時に、給食を作る側と食べる側の立場の違いにつ

いて話したところ、Ｂは最も説得力がある意見と

して、２種類の根拠があるものを選べた。

Ｂは、自分の意見などを書く学習では、何も書

かずにいた。そこで、自分の経験を振り返って意

見などを考えるよう声かけをしたところ、「食べ

物を残すことは、悪いことだと思う。」と意見を

書けた。だが、事実や立場を書かずに「もう少し

考える時間がほしい。」と言ったため、「そうだ

ね。じっくり考えることが大切だね。頑張ろ

う。」とＢの気持ちを尊重し、励ました。
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他の生徒の具体例について考える学習では、意

見、事実と立場などが書けない生徒がいたため、

声かけや回収したプリントへのアドバイスの書き

込みをした結果、全員が書くことができた。２種

類の根拠について考える学習では、抽出児Ｂ以外

全員が２種類の根拠を拠りどころとする意見を最

も説得力がある意見として選んだ。立場を考える

学習では、国語辞典の意味を踏まえて、立場を考

えるために、さらに分かりやすいキーワードを考

えられるよう「自分のものの見方や考え方は目に

は見えないから、それを誰かに分かってもらうに

は、どうすればいいだろう。」と投げかけたとこ

ろ、「行動する。」と多くの生徒が答えた。

自分の意見などを書く学習の結果は以下のとお

りである（資料２）。

資料２ 学習プリント③の結果

資料２の①意見を書いた31名は、すべて「食べ

残しを減らそう。」といったものだった。②事実

を書いた24名は、ゴミの焼却処理による二酸化炭

素発生や悪臭についての内容が多かった。立場を

書いた10名は、全員が食べ残しをしない努力につ

いて書いた。

ここでの学習では、意見、事実と立場の３つ

を、全員が書くことはできなかった。しかし、こ

のような学習活動は、以降の学習活動で、これと

ほぼ同形式のプリントを用いて再度行われるた

め、その時の支援となるよう回収したプリントに

アドバイスを書き込み、そのことを生徒に話し

た。事柄や意見を考える学習活動では、それまで

の学習を踏まえて、資料２の「④記述なし」の生

徒も含め全員が、事実、立場を根拠として自分の

意見を書けた。

生徒の感想では「今までは考えなくても作文は

書けると思っていたけど、考えなければ書けない

ことが分かった。」「意見や根拠を考えることは

難しかったけど、どうすれば自分の考えが深めら

意見  ・  事実  ・  立場 を書いた人数
全 3 4名   （  3 9名中 　欠席 ５名  ）

0 1 0 2 0 3 0 4 0

④記述なし　１名

③立 　場 　　 1 0名

②事 　実 　　 2 4名

①意 　見 　　 3 1名

人 　数

れるのか分かった。」といったものが多かった。

以上のことから、「意見を裏付ける事実」と

「意見を支える立場」について考える学習プリン

ト①②に取り組み、身近な話題から自分の意見を

もち、その根拠としての事実と立場を考える学習

プリント③に取り組んだことは、ものの見方や考

と考えを広げたり深めたりする上で有効であった

える。

２ 考え方が異なる他者の意見について考えるため

の学習プリント④に取り組み、他者の意見を紹介

する学習資料Ⅰ及びⅡで、それぞれの根拠の違

いを考え、それらについてまとめるための学習プリ

ント⑤に取り組んだことは、ものの見方や考え方を

さらに広げたり深めたりする上で有効であったか

（発想や認識をもつ学習活動Ｂ）

ここでの学習目標は、課題についての自分の考

えを広げたり深めたりすることである。

学習プリント④「身近な話題から『食べる』こ

とについて考えてみよう」では、生徒にとって身

近なコンビニエンスストアの食品を考えるキーワ

ードが「便利さ」であることを考えて書く学習活

動を行う。

学習プリント⑤「環境問題について、他者の意

見を聞いて、自分の考えを広げたり深めたりしよ

う」では、ビデオ映像の学習資料Ⅰ及びⅡ（コン

ビニ店長の「説得力のある意見Ⅰ」及び有機農業

実践者の「同Ⅱ」）を見て、それぞれの意見と、

事実と意見について自分で考えたり、話し合った

りして分かったことを書く学習活動を行う。

抽出児Ａは、「便利さ」というキーワードを自

分で考えて書き、ビデオの内容についても書くこ

とができた。だが、コンビニについての自分の考

えを書くときは、文章を何度も書き直して「どう

書いたらいいんだろう。」とつぶやいた。そこで

「便利さがキーワードだったね。」と声をかける

と、「そうなんだけど、考えがまとまらなく

て。」と言い、書きかけた文章をすべて消した。

反面、Ａは、次の有機農業について、ビデオが

終わると、すぐに「コンビニと全く違う意見で、

環境に優しく、処分しなければならない生ゴミを

肥料にして、生ゴミを生かしている。捨てられて

しまうものを、使えるものにしていてすごいと思

った。」と書いた。そこで、Ａが考えをさらに深

めて、コンビニについても自分の考えが書けるよ

うに声かけによる支援を続けた（資料３）。
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資料３ 抽出児Ａへの声かけによる支援

Ａは、コンビニについて「とてももったいな

い。新鮮な品が売れなくなって処分すると、ゴミ

が出て環境に悪いと思った。」と自分の考えを書

いた。さらに、これに続く話合い活動でＡの班が

考えをまとめられるよう、以下のような声かけに

よる支援をした（資料４）。

資料４ Ａのグループの話合い活動の一部

抽出児Ｂは、「便利さ」というキーワードやビ

デオの内容について自分の考えを書いた。だが、

自分の考えを何も書かなかった。そこで「自分も

同じだと思うことを書けばいいんだよ。」と声を

かけると、Ｂは次のように書いた（資料５）。

資料５ 抽出児Ｂの学習プリント⑤の一部

※ 「ア」「イ」「ウ」は、Ａの班の生徒

コンビニは生ゴミを減らさなくちゃいけないと思う。Ａ

どうすれば減るの。ア

売れ残りそうになったら、コンビニも値下げすれイ

ばいいじゃない？

そうすればみんな買うよね。ウ

ゴミ減るね。Ａ

それでも、やっぱりゴミは出る。ア

授 このグループは、とてもいい意見が出たと思うな。

みんなの考えをうまくつなげられないかな。

コンビニの生ゴミを有機農業で使えば？イ

いいね。それいい。Ａ

授 今、あなたは「コンビニと全く違う意見」
って、書いたね。じゃあ、コンビニの店長
さんはどんなことを大切にしていたの？
（プリントを読み返して）便利さを求める、Ａ
お客の気持ちにこたえるっていうことかな。

授 その「便利さ」と反対の考え方を示すキー
ワードは何？
もったいない」。Ａ 「

授 そうだね。それじゃあ、２つのキーワードを
比べたら、コンビニについて自分の考えが
書けるかな。
あっ、分かった。 ※ 「授」は授業者Ａ

Ｂは、この後の話合い活動で発言せず、プリン

トに何も書かなかった。Ｂは、ここでの学習に十

分に取り組めない面もあった。しかし、学習の振

り返りで、学習プリントやビデオ映像の学習資料

について「自分の考えを広げたり深めたりするの

に役立った。」と書いている。

他の生徒の学習では、「便利さ」というキーワ

ードやビデオの内容を書けた者が多かった。書け

ない生徒が数名いたため、声かけやカードなどで

支援をし、その生徒たちも書くことができた。

コンビニについて自分の考えを書く学習では、

「便利で良いけど、生ゴミが出るのが問題だと思

う。」「ゴミを燃やせば二酸化炭素が発生するか

ら、ゴミを減らす努力をするべきだと思う。」と

いった考えが書かれ、有機農業については「生ゴ

ミを有効活用できるし、おいしい野菜作りもでき

るので、良いことだらけだと思った。」などの考

えが書かれていた。

その後の話合い活動やそれについての全体発表

では「コンビニの生ゴミを有機農業で生かすとい

い。」「コンビニの生ゴミは『便利さ』を求める

消費者の意識から生まれたものだから、有機農業

の良さをみんなで考えた方が良い。」「『便利

さ』ばかりを求めず、『もったいない』を考える

ことが大切だ。」などの考えが発表された。

このように、話合い活動で深められた生徒の考

えは、社会に目を向け、具体的な事象に対し自分

の考えを深めていこうとするものである。以前に

書いた環境問題についての意見や根拠が、知識に

基づく抽象的なものだったことと比べると、生徒

がここでの学習を通して自分の考えを広げたり深

めたりできたと考える。

生徒の感想では「ビデオでコンビニの店長さん

などいろいろな人の意見があり、私は生ゴミがそ

んなにたくさん出るなどとは思っていなかったの

で、いろいろなことに気付いた。」「ビデオを見

て、本当にその場にいる人たちの意見や根拠が聞

けてよかったし、ビデオを見て考えが広がった。

分かりやすかった。」といったものが多かった。

以上のことから、考え方が異なる他者の意見に

ついて考えるための学習プリント④に取り組み、

他者の意見を紹介する学習資料Ⅰ及びⅡで、それ

ぞれの根拠の違いを考え、それらについてまとめ

るための学習プリント⑤に取り組んだことは、も

のの見方や考え方をさらに広げたり深めたりする

上で有効であったと考える。
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３ これまでの学習を振り返るための学習資料Ⅲで

自分の考えを振り返り、自分の意見と他者の意見

の根拠を比較して考えを深めるための学習プリン

ト⑥に取り組み、自分で考えたり話し合ったりした

ことは、読み手が納得できる根拠を明確にして、

説得力のある意見をもつ上で有効であったか

（事実や事柄を考える学習活動）

ここでの学習目標は、読み手が納得できる根拠

を考え、説得力のある意見をもつことである。

学習プリント⑥「課題について、より深められ

た意見をもとう」では、これまでの学習を振り返

って、発想や認識をもつ学習活動で考えた自分の

考えと他者の考えを比較して考え、グループで話

し合って相手意識を明確にしてより深められた意

見をもつ学習活動を行う。

これまでの課題が、食べ物を残すことから環境

問題を考えることであったのに対し、生徒のもの

の見方が広がったり、深まったりしたことを重視

して、「食べること」に限定せずに環境問題を考

える学習活動を設定する。ビデオ映像の学習資料

Ⅲ「これまでの学習を振り返るヒント」を見て、

自動車の中古部品からフロンガス回収機を製作し

た会社の社長が「もったいない」という思いを大

切にして生きてきたことに触れ、その言葉から、

生徒はこれまでの学習を振り返る。

抽出児Ａは、食べ物を残すことについて考え、

意見を「食べ物はなるべく食べて、捨てるのはい

けないと思う。」と書き、事実については、生ゴ

ミの焼却→二酸化炭素発生→地球温暖化につい

て、立場は「今までは給食をほとんど残していた

が、これからはちゃんと給食を残さずに食べてい

きたい。」と書いた。さらに、意見を伝えたい相

手は、自校の生徒とした。

このようなＡの考えと、Ａが前時の学習でコン

ビニと有機農業との連携を考えたこととの関係が

明確ではなかったため、そのことをＡに投げかけ

たところ、Ａは「そのことで、自分にできること

が見つからなかったから、自分でできることを考

えて給食がいいと思った。」と答えた。さらに

「でも、給食で考えてみても、やっぱり難しい。

特に、事実と立場について、どう考えたらいいの

か分からない。」と言った。そこで、読み手が納

得できる根拠としての事実と意見についてより深

く考えられるように、Ａがプリントに書いた具体

的な内容についての支援を行った（資料６）。

資料６ 抽出児Ａへの声かけによる支援

Ａは、発想や認識をもつ学習活動で、意見と事

実を区別できなかった。しかし、Ａはこれまでの

学習を通して、意見と事実を区別できるようにな

り、以前よりも深められた自分の考えをこのプリ

ントに書くことができ、「どうやって作文を書い

たらいいのか分かった。」と話した（資料７）。

資料７ 抽出児Ａの学習プリント⑥

抽出児Ｂは、プリントの余白に「フロン」と書

いた。フロン回収機製作会社社長のビデオに興味

をもったようなので、「社長さんのことに興味を

もったの？」と話かけた。Ｂがうなずいたので、

さらに「『もったいない』を自分の意見に生かそ

うとしているのかな。」と問いかけると、Ｂは

「けど、難しくて。弱った。」とつぶやいて、余

白のメモを消した。そこで「あきらめないで挑戦

してみようか。」と励まし、以下のような声かけ

による支援を行った（資料８）。

授 このプリント⑥を読んだ人は、あなたの
意見に納得して実行してくれるかな。

どうだろう。どうすればいいんですか。Ａ
授 アドバイスを２つするね。事実について

は二酸化炭素が大気汚染につながると
いうことが分かりづらいから、（中略）。
立場については、好き嫌いの多いあな
たが、給食を残さないというのは、大変
かもしれないから、よく考えて、本当に
頑張れることを書くといいと思うよ。

給食を残さないのは、やっぱ無理かも。Ａ
あっ、そうだ。給食センターの人に頼ん
で作る量を減らしてもらえばいいんだ。

授 栄養士さんは、みんなの成長に必要な
量を考えて作ってくれているんだよ。

やっぱ、食べるしかないか。Ａ
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資料８ 抽出児Ｂへの声かけによる支援

Ｂは、本時のプリント⑥ではなく、プリント③

を読み返しながら、そこに自分の考えを書き、

「作文で何を書いたらいいのかが分かったような

気がした。」と話した（資料９）。

資料９ Ｂが「発想や認識」を考える学習活動

に続いて取り組んだ、学習プリント③

他の生徒の学習では、話合い活動によって、互

いの考えを深め合う様子が見られた。

意見として「食べ残しを考え直そう」という内

容を書いた者は34名中の30名で、それ以外は、フ

ロン回収機の話を参考にして「もったいない」と

いう言葉から電気や石油、紙などの無駄遣いを見

直す意見を書いた。事実については、［二酸化炭

素の大量発生→温暖化］と［二酸化炭素＋フロン

ガス→オゾン層破壊］のどちらか一方か、また

は、両方を書いた者が多かった。立場では、食べ

残さない努力や食べ残した物の処理の工夫を組み

合わせて書いたものが多かった。意見を伝えたい

相手では自校の生徒を書いた者が多く、それ以外

では地域の人々を書いた者も数名いた。全員が相

今まで考えてきたことと、フロン回収機をＢ
うまくまとめられないからやめる。

授 「もったいない。」という考え方を深めると、
今までの学習をまとめられると思うよ。

難しくてよく分からないな。「食べること」にＢ
するかな。事実、何を書けばいいんだ？

授 （食べ残しについて、ゴミの焼却→二酸化
炭素発生→温暖化→南極の氷の溶解など
の事実を説明）

それ、本当ですか？Ｂ
授 うん。そういう事実を知って、君が何をで

きるか考えると、君の立場が決まるかな。

立場って、「行動」？ 大変かもしれない。Ｂ

手意識をもって、２種類の根拠を拠りどころとし

た自分の意見をもてたと考える。

生徒の感想では「学習を振り返って考えを深め

られたのがよかった。」「意見に説得力をもたせ

るには、根拠が大切だということが分かった。」

といったものが多かった。

以上のことから、これまでの学習を振り返るた

めの学習資料Ⅲで自分の考えを振り返り、自分の

意見と他者の意見の根拠を比較して考えを深める

ための学習プリント⑥に取り組んで自分で考えた

り話し合ったりしたことは、読み手が納得できる

根拠を明確にして、説得力のある意見をもつ上で

有効であったと考える。

Ⅶ 研究のまとめと今後の課題

○ 「書くこと」について「どうやって考えたら

いいのか分からない」「書くことがない」とい

う悩みをもつ生徒の実態に対して、他者の意見

の根拠である「意見を裏付ける事実」と「意見

を支える立場」について考える学習活動を行っ

たことにより、生徒はものの見方や考え方を広

げたり深めたりすることができた。

○ 事後の学習活動で生徒が互いの文章を読み合

う学習活動を行ったところ、「事実や立場がし

っかり書いてあるので説得力のある意見文にな

ったと思う。」といった感想が多く聞かれた。

自分の意見の根拠と他者の意見の根拠を比較し

て考えることにより、事実と意見という２種類

の根拠を拠りどころとして、読み手が納得でき

る意見を全員がもてたと考える。

○ 自分の意見の根拠としての事実を考えるため

の十分な知識をもっていなかった生徒が多く、

個別支援に時間がかかった。今後は、より短時

間で効率的に学習できる工夫が必要である。ま

た、事実と事実との関係をどう捉えるか悩んだ

生徒が少なからずいたため、事実同士の因果関

係を考えたり、対照的な事実を比較検討したり

できるように、学習方法を見直す必要がある。
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